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2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

蔵書の構築

幅広い情報を 、 多様なメ ディ アで収集し ます。
蔵書構成や書架の全体的な見直し を 検討し ます。
視聴覚資料の積極的な収集に努めます。
展示等によ り 、 資料紹介を 行います。

継続実施 ・ サービ ス計画に沿い蔵書構成グループを 見直
す。
・ 図書、 雑誌、 AV、 DBの選定を する 。
・ 展示を 行う （ 本館： 一般、 児童展示各6回以上、
公津の杜分館： 一般、 児童展示各12回以上）

B

・ 蔵書構成グループ3班を 課題解決
サービ スに沿っ た班編成に変更し 、
新たにYA（ 青少年） 担当を 設置し
た。

貸出・ レ フ ァ レ ン ス等の
サービ ス提供

貸出・ 閲覧サービ スを 継続し て実施し ます。
レ フ ァ レ ン スサービ スを 継続し て実施し ます。

継続実施 ・ 貸出・ 閲覧サービ ス・ レ フ ァ レ ン スサービ スを
継続実施する 。
・ 参考資料、 新聞等の閲覧サービ スを 継続実施す
る 。

B

・ 貸出・ 閲覧サービ ス・ レ フ ァ レ ン
スサービ スを 継続実施し た。
・ 参考資料、 新聞等の閲覧サービ ス
を 継続実施し た。
※12月末現在
貸出累計847, 628点（ 94, 203/月） ・
レ フ ァ レ ン ス累計16, 121点（ 1, 791/
月）

利用促進

広報活動等によ り 利用促進を 図り ます。 継続実施 ・ 広報なり たに、 図書館講座、 おはなし 会の広報
及び読書週間に合わせ図書館利用促進特集を 掲載
する 。

B

・ 広報なり た10/15号に「 電子書籍
サービ ス「 いつでも ・ どこ でも 読書
を 」 」 を 掲載し た。
・ 転入者に配布する 資料に図書館PR
記事を 掲載し た。
・ 1/23（ 日） 環境計画課主催の講座
で、 図書館本の展示を 行い、 利用促
進を 図っ た（ 見込み） 。

おはなし かい

今後も 実施を 継続し ます。
回数、 曜日、 時間等について、 必要に応じ て検討
し ます。

先進図書館の調査研究
を 行う 。

・ おはなし 会を 継続実施する 。
・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ おはなし 会を 継続実施し た。
・ 他館の事例は、 年度内に調査まで
終了見込み。

2023（ R5） 年度に
調査を まと め、 報
告する 。

ブッ ク リ スト 配布
今後も 配布を 継続し ます。
配布場所については追加を 検討し ます。

継続実施 ・ ブッ ク リ スト 「 あかち ゃ んも 絵本が大好き 」
「 絵本が大好き ‐ 2、 3歳‐ 」 「 絵本が大好き ‐ 4・
5歳‐ 」 の配布を 実施する 。

B

絵本の配布を 検討し ます。 実施準備 ・ 絵本の配布について、 配布場所や配布方法等の
具体案を 作成する 。
・ 事業概要や概算見積と と も にロ ーリ ン グに計上
する 。

D

・ 実施計画のロ ーリ ン グで要求し た
が、 計上さ れなかっ た。

ロ ーリ ン グ時に指
摘さ れた事項を 再
検討し 、 2022
（ R4） 年度に再度
要求する 。

赤ち ゃ ん相談絵本読み聞かせ事業を 継続し 、 運営
主体や方法について、 検討し ます。

運営主体や方法につい
て検討する 。

・ 赤ち ゃ ん相談絵本読み聞かせを 継続実施する 。
・ 他自治体での類似の事業について、 現在の運営
方法を 調査する 。

C

・ 赤ち ゃ ん相談絵本読み聞かせは、
2020（ R2） 年度よ り 、 新型コ ロ ナウ
イ ルス対策と し て実施を 見送っ てい
る 。
・ 運営方法については、 聞き 取り 調
査までは、 年度内に終了する 見込
み。

運営方法につい
て、 2023（ R5） 年
度まで調査を 継続
し 、 まと めと 報告
を する 。

セカ ン ド ブッ ク

実施に向けて検討し ます。 先進図書館の調査、 関
係機関と の調整を 行
い、 実施を 検討する 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ 年度内に調査まで終了見込み。 事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

館内託児サービ ス

実施に向けて検討し ます。 先進図書館の調査を 行
う 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ 年度内に調査まで終了見込み。 事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

子育て支援コ ーナー等の
設置

「 出産」 「 育児」 「 家計」 等、 子育てに関わる 資
料の児童コ ーナー隣接を 検討し ます。

先進図書館の調査を 行
う 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ 年度内に調査まで終了見込み。 事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

ブッ ク スタ ート 事業
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2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

子育て支援コ ーナー等の
設置

国や市の制度、 相談窓口、 関係各課のリ ーフ レ ッ
ト やイ ベン ト の案内等を 集約し た情報提供の実施
を 検討し ます。

先進図書館の事例調査
研究を 行う 。 庁内関係
各課、 外部の関連機関
の情報について調査を
行う 。
（ 2年間計画／1年目）

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ 年度内に調査までを 終了見込み。 事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

申し 出のあっ た市内幼稚園、 保育園への団体貸出
の実施を 継続し ます。

継続実施 ・ 市内幼稚園、 保育園への団体貸出を 継続実施す
る 。

C

・ 貸出を 継続実施し た。
・ 運用規定に課題がある 。

課題について、
2024（ R6） まで
に、 改善案を まと
める 。

今後は、 申込書の送付等、 図書館から の働き かけ
を 検討し 、 園等での読書活動を 支援し ます。

市内の園等での読書活
動の実態調査を 行う 。
（ 2年間計画／1年目）

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて、 11月末までにアン ケート を 作成
し 、 各施設に回答を 依頼する 。
・ 1月末までに回答を 集める 。

D

・ 未実施。 2023（ R5） 年度に
アン ケート 送付・
実施を ずら す。

ブッ ク リ スト 配布

今後も 全校への実施を 継続し ます。 継続実施 ・ ブッ ク リ スト 「 ばんざいいち ねんせい2021」
「 いいほんみつけた1, 2ねんせい2021」 「 いいほん
みつけた3, 4年生2021」 「 いいほんみつけた5, 6年
生2021」 「 いいほんみつけた中学生2021」 の配布
を 実施する 。

B

中学生向け書架整備
今後も 実施を 継続し ます。 継続実施 ・ 中学生向け書架の入替を 実施する 。

B

資料展示
今後も 実施を 継続し ます。
展示テーマの頻度については検討し ます。

継続実施 ・ 2か月に一度の常設展示と 、 季節や行事に応じ た
展示を 実施する 。

B

おはなし かい
今後も 実施を 継続し ます。
子ども たち の参加意欲促進に努めます。

継続実施 ・ 土曜日のおはなし かい、 季節のおはなし かい等
を 実施する 。

B

イ ベン ト 、 講座
今後も 実施を 継続し ます。 継続実施 ・ 科学あそび講座等の児童向け講座を 実施する 。

B

今後も ボラ ン ティ アと 協力し 実施を 継続し ます。 継続実施
職員及びボラ ン ティ ア
の研修（ 読み聞かせ・
素話） を 実施する 。

・ 学校の依頼を 受けて訪問おはなし 会を 実施す
る 。
・ 事業を 行う 職員及びボラ ン ティ アのスキルアッ
プのため、 研修を 実施する 。

B

回数や実施方法について検討し ます。 ボラ ン ティ アが主体と
なる よ う な実施方法を
検討する 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ 年度内に調査までを 終了見込み。 事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

読み聞かせボラ ン ティ ア
の養成

今後も 実施を 継続し ます。 継続実施 ・ 読み聞かせを 行っ ている 市民を 対象と し た「 絵
本の読み聞かせ講座」 を 実施し 、 ボラ ン ティ アの
養成を 行う 。

B

町探検の受入れ

今後も 実施を 継続し ます。 町探検（ 小学2年生） に
合わせた図書館紹介パ
ン フ レ ッ ト の作成等、
内容の充実について検
討する 。
非来館でも 図書館につ
いてPRする 方法につい
て調査する 。

・ 町探検の受入れを 継続実施する 。
・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

C

・ 町探検の受入れを 継続実施し た。
・ 事例調査については、 未実施。

事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

職場体験の受入れ

今後も 実施を 継続し ます。 職場体験（ 小学校6年
生・ 中学2年生） に合わ
せた図書館・ 司書業務
紹介パン フ レ ッ ト の作
成等、 内容の充実につ
いて検討する 。

・ 職場体験の受入を 継続実施する 。
・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。 D

・ コ ロ ナ禍のため、 職場体験の希望
なし 。
・ 事例調査については、 未実施。

事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を 行い、
以降1年ずつ計画を
ずら す。

幼稚園、 保育園等への団
体貸出

学校訪問おはなし 会
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2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

読書に困難を 感じ ている
子ども の支援

ニーズやサービ ス内容について、 調査研究を 行い
ます。
サービ ス方針及び資料収集方針を 立案し 、 サービ
スを 実施し ます。

マルチメ ディ アデイ
ジーや布絵本の所蔵、
提供等について、 事例
調査及び研究を 行う 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。

D

・ 未実施。 2022（ R4） 年度に
調査、 計画を 行
う 。 以降1年ずつ計
画を ずら す。

子ども の居場所と し ての
取組

関係各課と 連携し 、 学校と 家庭以外で子ども たち
が安心し て居ら れる 場所と し て、 図書館が利用で
き る よ う に環境を 整えます。

事例調査及び研究を 行
う 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。
・ 次年度以降の視察場所の選定を 行う 。

D

・ 未実施 事例調査につい
て、 2022（ R4） 年
度に調査を 行い、
以降1年ずつ計画を
ずら す。

今後も 団体貸出を 継続し ます。 継続実施 ・ 市内各小中学校及び義務教育学校への団体貸出
を 実施する 。 C

・ 団体貸出を 継続実施し た。
・ 運用規定に課題がある 。

2022（ R4） 年度に
改善案を まと め
る 。

団体貸出等図書館資料の配送体制の整備につい
て、 調査研究を 行い、 実施を 検討し ます。

学校図書館と の団体貸
出等図書館資料の配送
体制整備について先行
事例を 研究する 。

・ 成田市子ども の読書活動推進計画( 第2次) の策定
準備と 合わせて他館の事例調査を 行い、 年内に報
告を まと める 。 C

・ 年度内に調査まで終了見込み。 事例調査につい
て、 2023（ R5） 年
度に調査を まと
め、 報告する 。

学校図書館司書等合同研
修会の開催

今後も 実施を 継続し ます。
学校図書館司書の要望等を 踏まえ、 内容を 検討し
ます。

継続実施 ・ 学校図書館司書、 司書教諭等を 対象と し た研修
会を 実施する 。 B

ヤン グアダルト コ ーナー
の新設

ヤン グアダルト 向けの資料と 独立し たスペースの
確保、 コ ーナーの設置を 行います。

ヤン グアダルト サービ
スについて調査研究を
行う 。

・ ヤン グアダルト サービ スについての近年の動向
などについて、 調査研究し たも のを 1月までに報告
書と し てまと める 。

B

ヤン グアダルト 向け資料
の収集

ヤン グアダルト サービ スについて調査研究を 行
い、 資料の選定収集を 行います。

ヤン グアダルト サービ
スについて先進図書館
の調査研究を 行う 。

・ 先進図書館の事例調査を 1月までに報告書と し て
まと める 。 B

ブッ ク リ スト 配布
ヤン グアダルト 向けのブッ ク リ スト を 作成し 、 市
内学校等への配布、 ホームページでの公開を 行い
ます。

先進図書館の事例の調
査研究を 行う 。

・ ヤン グアダルト サービ スについての近年の動向
や、 先進図書館の事例について調査研究し たも の
を 1月までに報告書と し てまと める 。

B
・ 年度内に終了見込み。

イ ベン ト 、 講座

イ ベン ト 、 講座の実施を 検討し ます。 ヤン グアダルト 向けの
イ ベン ト について事例
の調査研究を 行う 。

・ 7月28日に「 法律っ てなんのため？？」 を 開催す
る 。
・ 他館の事例調査を 1月までに報告書と し てまと め
る 。

C

・ アン ケート で「 満足」 「 やや満
足」 あわせて82％と 高評価だっ た
が、 タ ーゲッ ト 層の中高生の参加人
数が目標に達し なかっ た。
・ 他館の事例調査については、 報告
書は、 年度内に終了見込み。

原因の分析、 改善

メ ディ アリ テラ シー向上
の支援

事例の調査研究を 行います。 事例の調査研究を 行
う 。
（ 2年間計画／1年目）

・ 他館の事例調査を 1月までに報告書と し てまと め
る 。 B

・ 年度内に終了見込み。

大活字本、 朗読CD等を 継続し て収集し ます。 継続実施
大活字本及び朗読CDの
収集方針を 立てる 。

・ 大活字本、 朗読CD等を 継続し て収集する 。
・ 県内の所蔵状況・ 収集方針を 調査し 、 収集方針
を 定める 。 C

・ 大活字本、 朗読CD等を 継続し て収
集し た。
・ 所蔵状況や収集方針については、
調査継続中。

2022（ R3） 年度に
調査を 完了し 、
2023（ R5） 年度に
収集方針を 定め
る 。

電子アプリ 等を 利用し たオーディ オブッ ク の導入
を 検討し ます。

オーディ オブッ ク コ ン
テン ツ の事例の調査研
究を 行う 。

・ オーディ オブッ ク を 導入し ている 図書館の調査
を 行い、 報告書を 1月末までにまと める 。 B

高齢者施設等と の連携

高齢者施設等へのニーズ調査を 検討し ます。 市内のニーズ調査を 行
う 。

・ 市内施設へのニーズを 把握する ためのアン ケー
ト 調査を 11月中に終了さ せ、 報告書を 1月までに作
成する 。

D

・ 未実施 2023（ R5） 年度
に、 「 高齢者施設
と の連携調査」 の
結果を も と に、
ニーズ調査のため
のアン ケート を 実
施する 。

2
・
（

5
）

高
齢
者

学校図書館の支援

資料の収集、 提供

2
・
（

3
）

青
少
年

2
・
（

2
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学
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・
中
学
生
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　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

高齢者施設等と の連携

連携方法について調査研究を 行います。 市内のニーズ調査を 行
う 。

・ 高齢者施設と の連携を 行っ ている 図書館の調査
を 9月中までに終了さ せる 。

D

・ 未実施 2022（ R4） 、 2023
（ R5） 年度にニー
ズ調査のアン ケー
ト を 作成、 実施す
る 。

来館困難者へのサービ ス
提供

事例の調査研究を 行います。 他市町村における サー
ビ ス事例調査研究を 行
う 。

・ 他館の状況を 5館調査し 、 まと める
B

生涯大学院、 明治大学・
成田社会人大学等と の連
携

ニーズ調査を 実施し ます。 事例調査及び研究を 行
う 。
協力を 得ら れる 機関を
調査する 。

・ 今年度は、 生涯大学院の状況を 調べまと める 。

C

・ 調査は実施し たが、 不十分。 2022（ R4） 年度、
2023（ R5） 年度に
ニーズ調査を 行
う 。

今後も 録音図書の製作を 継続し ます。 継続実施
職員の負担軽減、 作成
マネジメ ン ト の見直し
を はかる 。

・ 12月までに録音図書の製作マネジメ ン ト の見直
し を 行う 。

B

所蔵する カ セッ ト 資料のDAI SY図書への変換作業
を 継続し ます。

継続実施
次年度以降の計画書を
作成する 。

・ 12月までにDAI SY変換計画書を 作成する 。

B

効率化について検
討する 。

マルチメ ディ アDAI SYの
収集、 提供

収集方針、 収集・ 提供方法を 検討し ます。 需要（ 貸出対象者） 調
査、 機器などの調査、
及び研究を 行う 。

・ 小学生・ 中学生担当と 情報を 共有し 、 1月までに
調査報告書を 作成する 。

D

・ 未実施 2022（ R4） 年度に
調査及び研究を
し 、 2023（ R4） 年
度に報告書を まと
めて、 予算要求す
る 。

音訳協力者の養成

今後も 音訳協力者養成講座を 継続し て実施し ま
す。

継続実施
今後の音訳の方針を 見
直し 、 新規協力者の養
成方法について検討す
る 。

・ 今年度は全8回の講座を 実施する 。
・ 1月までに新規協力者の養成計画を 作成する 。

C

・ 全8回の講座を 実施し た。
・ 新規養成計画については、 未完
成。

2022（ R4） 年度に
計画を 作成する 。
以降1年ずつ計画を
ずら す。

資料の収集、 提供

点字図書、 さ わる 絵本、 大活字本、 オーディ オ
ブッ ク 、 LLブッ ク 、 布絵本等を 収集、 提供し ま
す。

点字図書、 大活字本、
LLブッ ク の収集方針を
立案する 。 オーディ オ
ブッ ク コ ン テン ツ の購
入、 排架場所を 検討す
る 。
（ 2年間計画／1年目）

・ 点字図書、 LLブッ ク の収集方針を 1月までに立案
する 。 オーディ オブッ ク については、 乳幼児・ 小
学生・ 中学生・ 高齢者サービ ス担当と 協議する 。

D

・ 調査は行っ たが、 収集方針は未立
案。

2022（ R4） 年度に
計画を 作成する 。
以降1年ずつ計画を
ずら す。

配送貸出サービ ス

今後も 継続し て実施し ます。 継続実施
サービ ス対象者の見直
し を する 。 心身障害者
用郵便について調査を
行い、 導入を 検討す
る 。

・ 配送貸出サービ スを 継続実施する 。
・ 心身障害者用郵便について調査報告書を 1月まで
に作成する 。

C

・ 配送貸出を 継続実施し た。
・ 心身障害者用郵便について， 他館
調査まで行っ た。

2022( R4) に見直
し 、 計画を まと め
る 。

サービ スの広報
今後も 対象者への利用案内の送付等を 継続し ま
す。

継続実施 ・ 2月中に、 障がい者福祉課に対象者のリ スト を 依
頼し 、 3月中に対象者へ利用案内を 送付する 。 B

・ 今年度中に達成見込み。

2
・
（

5
）

高
齢
者

2
・
（

6
）
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あ
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人

録音図書の製作



5 / 9 ページ

2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

今後も 収集を 継続し ます。 丸善ベスト セラ ー等、
現在の購入先以外の収
集手段について調査
し 、 購入する 。

・ 資料の収集を 継続する 。
・ 他館の事例等について調査を 行い、 12月までに
取り まと め、 1月中に報告する 。

C

・ 資料の収集を 継続し た。
・ 他館の事例調査のみ実施。 分析と
購入先の見直し は未検討。

他館の事例調査を
2022（ R4） 年度に
継続し て調査し 、
新し い購入手段を
決定する 。 2023
（ R5） に購入を 開
始する 。

ニーズに沿っ た選定の方法を 検討し ます。 多文化資料のニーズを
調査し 、 選定方法の見
直し を 行う 。

・ 他館の事例や資料の利用状況について調査を 行
い、 12月までに取り まと め、 1月中に報告する 。

D

・ 利用状況の調査は未実施。 2022（ R4） 年度に
継続し て調査、 報
告を 行い、 2023
（ R5） に実施す
る 。

電子書籍での多言語資料の提供について、 検討し
ます。

電子書籍導入 ・ 多言語資料の電子書籍について導入する 。
B

多文化理解に役立つ資料
の収集、 提供

今後も 収集を 継続し ます。 継続実施 ・ 資料の収集を 継続する 。
・ 住民構成を 参考に、 所蔵し ていない言語の資料
も 収集、 広報を 行う 。

C

・ 資料の収集を 継続し た。
・ 今後は利用状況等を 鑑み購入を 継
続。

継続調査

今後も 収集を 継続し ます。 継続実施
日本語学習、 検定資料
を 収集する 。

・ 資料の収集を 継続し て行う 。

C

・ 資料の収集を 継続し て実施し た。
・ 新規資料の収集については、 課題
がある 。

課題解決に向け
て、 検討、 調査、
実施する 。

選定方法を 見直し 、 購入手法を 検討し ます。 日本語学習、 検定資料
の選定・ 受入方法の見
直し を 行う 。

・ 資料の利用状況について調査を 行い、 12月まで
に取り まと め、 1月中に報告する 。 D

・ 未実施。 来年度再調査

英語以外の言語の利用案内を 作成し 、 配布し ま
す。

案内が必要な言語につ
いて調査する 。
他機関での事例を 調査
する 。

・ 他館の事例等について調査を 行い、 12月までに
取り まと め、 1月中に報告する 。

C

・ 調査は実施し たが、 不十分。 2022（ R4） 年度に
調査、 報告書を ま
と め、 2023年度以
降計画を 1年ずつず
ら す。

「 やさ し い日本語」  の利用案内の作成を 検討し
ます。

やさ し い日本語の利用
案内について、 先行事
例や必要性を 研究す
る 。
（ 2年間計画／1年目）

・ 他館の事例等について調査を 行い、 12月までに
取り まと め、 1月中に報告する 。

C

・ 調査は実施し たが、 不十分。 2022（ R4） 年度に
調査、 報告書を ま
と め、 2023年度以
降計画を 2年目に報
告する 。

蔵書の構築

医療の進歩に留意し 、 信頼性の高い資料を 収集し
ます。

収集・ 選書方法につい
て、 事例調査及び研究
を 行う 。

・ 資料収集について他館の事例等の調査を 行い( 12
月まで) 、 報告書にまと める ( 2月まで) 。

B

利用者がアク セスし やす
い書架の整備

闘病記の排架方法や検索システム等、 整備方針を
定めて計画的に実施し ます。

サービ スガイ ド ラ イ ン
と 連動さ せて、 闘病記
の整備方針について、
事例調査や視察を 通し
て研究する 。
（ 3年間計画／1年目）

・ 闘病記文庫を 設置し ている 先進事例について取
材・ 調査を 行い( 12月まで) 、 報告書にまと める ( 1
月まで) 。

D

・ 取材・ 事例調査方法を 精査中のた
め未実施。

闘病記を 整備し 探
し やすく する ため
の調査、 分析、 改
善案（ 複数） を ま
と めた報告書を
2022（ R4） 、 2023
（ R5） 年度でまと
める （ 計画通
り ） 。

講座、 セミ ナーの開催

関係機関と 連携し 、 健康・ 医療情報を 扱う 講座等
を 計画し 、 実施し ます。

継続実施 ・ 今年度の医療講座と し て「 社会的ひき こ も り 」
の講座を 実施し 、 満足度8割以上を 目指す。 また、
実際にひき こ も っ ている 人及びその関係者の参加
を 促すため、 来館及びオン ラ イ ン での開催を 実施
する 。

B

・ 1月講座実施。
・ 達成見込み

2
・
（
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利用し やすい環境の整備
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検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

蔵書の構築

ビ ジネスに役立つ多様な分野の資料を 入門書から
専門書まで広く 収集し ます。

蔵書研究、 調査を 行
う 。
（ 2年間計画／1年目）

・ ビ ジネス支援サービ ス研修へ参加する 。
・ ビ ジネス書の基本書選定についてのグループ研
修を 8月に実施する 。

B

・ 年度中の達成基準の変更あり 。
（ 研修参加中止）
・ グループ研修は実施済み。

ビ ジネス支援サー
ビ ス研修について
は次年度以降継続
的に参加する 。

データ ベースの整備
起業や農業活動等に有用なデータ ベースの導入を
検討し ます。

他館の事例調査及び研
究を 行う 。

・ 他館の事例調査を 1月までに報告書と し てまと め
る 。 B

利用者がアク セスし やす
い書架の整備

それぞれの専門的分野の資料を 集中し て排架する
方法を 計画し 、 実施し ます。

コ ーナーの設置や排架
方法など、 事例調査及
び研究を 行う 。
（ 3年間計画／1年目）

・ 他館の事例調査を 1月までに報告書と し てまと め
る 。

B

講座、 セミ ナーの開催

働く 世代を 支援する 講座等を 計画し 、 実施し ま
す。

継続実施 ・ 12月4日に「 日本経済新聞の読み方（ 仮） 」 を 開
催する 。
・ 2月までに次回開催の講座を 決める 。

B

・ アン ケート 結果の満足度85％と 高
い評価を 得た。

事例調査及び研究を 行います。 先進図書館の事例調査
を し つつ、 講師と のコ
ネク ショ ン や関係を 構
築する 。
（ 4年間計画／1年目）

・ 他館の事例調査を １ 月までに報告書と し てまと
める 。

B

中小企業診断士等と 協働し 、 起業相談会の開催を
検討し ます。

先進図書館の事例調査
を し つつ、 講師と のコ
ネク ショ ン や関係を 構
築する 。
（ 4年間計画／1年目）

・ 他館の事例調査を １ 月までに報告書と し てまと
める 。

B

蔵書の構築

法情報に関する 図書・ 雑誌資料のほか関係機関誌
やパン フ レ ッ ト 等、 幅広い資料の収集に努めま
す。

資料の収集対象や選書
方法についてリ ーフ
レ ッ ト などの配置も 含
めて検討し 、 資料の見
直し を 行い、 報告書を
まと める 。
（ 3年間計画／1年目）

・ 法情報に関する 資料の選書方法についての8月に
グループ研修を おこ なう 。

B

データ ベースの整備

法情報調査に有用なデータ ベースを 調査し 、 導入
を 検討し ます。

事例調査を 行い、 有用
なデータ ベースを 調査
する 。 バージョ ン アッ
プまたは新規導入する
データ ベースを 検討
し 、 報告書を まと め
る 。

・ 他館の事例調査を 1月までに報告書と し てまと め
る 。

B

・ 情報に関する データ ベースについ
ては、 現在導入し ている データ ベー
ス以外に新規導入し たいも のがあが
ら なかっ たため、 調査継続する 。

2022（ R4） 年度に
継続調査し 、 実施
計画への要求（ 予
算要求） は、 2023
（ R5） 年度から と
ずら す。

ニーズ調査を 実施し ます。 講座実施時に並行し て
ニーズ調査を 行う 。

・ 7月開催の講座「 法律っ てなんのため？？」 で、
ニーズ調査のアン ケート を 取り 、 1月までに結果を
まと める 。

B

データ ベースの使い方講座や、 関連専門機関のセ
ミ ナー等の図書館での開催を 検討し ます。

継続実施 ・ 他館の事例調査を 1月までに報告書と し てまと め
る 。

B

関係機関へ、 図書館の資
料案内等の配布

市民向け相談窓口を 設置し ている 機関へニーズ調
査を 実施し ます。

講座実施時に並行し て
ニーズ調査を 行う 。

・ 相談窓口機関の場所などを 調査し 、 1月までに報
告書を まと める 。

B

・ 2021（ R3） 年度の報告書は中間報
告書と する 。

2022（ R4） 年度も
更なる継続調査が
必要となったた
め、2023（R5）
年度に今後の実
施方向を含めた
報告書をまとめ
る。

3
・
（

2
）

ビ
ジ
ネ
ス
支
援

3
・
（

3
）

法
情
報

相談会の実施（ 会場・ 資
料提供）

講座、 セミ ナーの開催
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2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

今後も 、 成田市を 中心に、 関連性の深い周辺地域
を 含めた歴史、 地誌、 民俗、 芸術、 文化及び産業
等を 記録し た資料の収集を 継続し ます。

資料の収集を 継続す
る 。
関係機関及び全庁的に
資料を 収集する 手段の
構築を 検討する 。

・ 成田市を 中心と し た地域資料の収集を 継続す
る 。
・ 年度始めに市役所全体に、 庁内刊行資料の納付
を 依頼。 関係機関の記録資料収集についても 、 継
続し て検討する 。

C

・ 継続収集を 行っ た。
・ 市役所への納付依頼は実施し たが
収集について具体策等の検討はし て
いない。

行政資料の網羅的
な収集を 行う 仕組
みを 検討する 。

今後も 、 空港関係資料の収集を 継続し ます。 継続実施 ・ 空港関係資料の収集を 継続する 。
・ 空港関連の資料について整理し 、 製本及び資料
データ を 登録する 。

C

・ 空港関係資料の収集を 継続し た。
・ 製本作業は完了し ている がデータ
入力は未実施。

データ を 入力する
ための委託装備を
実施する 。

行政資料の収集を 継続し ます。 継続実施 ・ 行政資料の収集を 継続する 。
B

・ 行政資料の収集を 継続し た。

成田市関係新聞記事を データ ベース化し 、 公開し
ます。

成田市関係新聞記事
データ ベース公開作業
の遡及入力を 継続す
る 。

・ 平成22年度以降の未公開新聞記事データ につい
て作業を 行い、 順次公開する 。
・ 発行済み最新号「 市史研究」 の「 成田市関係新
聞記事目録」 について、 データ を 公開する 。

A

・ 年間目標件数500件のと こ ろ 、
3, 068件の入力を 完了でき た。
・ 「 市史研究45号」 のデータ の公開
については、 年度内に完了の見込
み。

未公開新聞記事
データ 入力につい
ては2022（ R4） 年
度に完了見込み。

地域資料のデジタ ル化を 進めます。 『 成田の地名と 歴史』
デジタ ル化を 図書館シ
ステム更新計画に盛り
込む。

・ 『 成田の地名と 歴史』 デジタ ル化の見積も り を
取り 予算要求し 、 図書館システム更新に盛り 込
む。

D

・ 2021（ R3） 年度実施計画に計上
し 、 予算要求を し たが計上さ れな
かっ た。

2023（ R5） 年度に
予定し ている 図書
館システム更新に
合わせ、 2022
（ R4） 年度に予算
要求する 。

デジタ ル化し た資料は、 ホームページ上で公開を
継続し 、 内容の充実を 図り ます。

デジタ ル化資料公開継
続

・ 地域資料のデジタ ル化について作業を 進め順次
公開する 。 D

・ 未実施 作業難航の要因で
ある 問題点の整理
が必要。

イ ベン ト 、 講座の開催

地域への理解、 関心を 深める こ と を 目的と し 、 講
座の実施を 継続し ます。

継続実施 ・ 市史講座を 実施する 。

B

・ 成田祇園祭を よ り 楽し むための、
連続2回講座を 実施し た。
・ 講座に関連し た， 出土品等の展示
を 行い、 アン ケート 調査でも 高評価
を 得た。

展示の実施

収集し た資料の活用、 普及、 提供のため、 展示の
実施を 継続し ます。

継続実施 ・ 2階展示コ ーナーで郷土関連資料展示を 継続実施
する 。

C

・ 年度内までに実施予定。 年度当初5月までに
提示計画を 館長に
提出する こ と で計
画的に実施でき る
よ う にする 。

市史の編さ ん、 頒布
今後も 成田市史研究の発行を 継続し ます。
今後の方向性を 検討し ます。

市史研究の発行を 継続
する 。

・ 『 市史研究46号』 発行する 。
B

・ 年度内に達成見込み。

5
・
（

1
）

行
政
支
援

市職員への利用案内

新規採用職員研修において、 行政課題解決のため
の図書館活用法を 案内し ます。

新規採用職員研修の打
合せの企画を 立案し 、
新規職員研修での図書
館活用法案内につい
て、 関係各課と 協議す
る 。

・ 令和４ 年度の成田市役所新規採用職員研修にお
ける 、 図書館活用法について説明会等の企画を 立
案し 、 計画書を 作成する 。

B

・ 年度内に達成見込み。
・ 4月実施予定。

4
・
（

1
）

地
域
資
料

地域資料の収集、 提供

地域資料のデジタ ル化
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2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

レ フ ァ レ ン スサービ スを 周知し 、 議員のレ フ ァ レ
ン スサービ スの活用を 促進し ます。

運用方法について議会
事務局と 協議し 、 9月か
ら レ フ ァ レ ン スサービ
スを 実施する 。

・ 議会事務局と 協議を 開始し 、 受付フ ォ ーマッ ト
の作成及び議員向けのPR方法について、 議員向け
のPR方法を 検討し 、 9月頃から レ フ ァ レ ン スサービ
スを 実施する 。 B

利用促進のための
PRを 検討する 。

議会図書室と 連携し 、 議員への図書館資料の貸出
について検討し ます。

行政管理課と ネッ ト
ワーク 構築について協
議し 、 システム更新計
画に計上する 。

・ 図書館のシステム更新計画に計上する 。

B

議会図書室が所蔵する 資料の整理を 支援し ます。 担当課と 協議し て、 ス
ケジュ ールを 策定す
る 。
（ 3年間計画／1年目）

・ 議会図書室の現状を 把握し 、 担当課と 協議を 進
め議会図書室整備に係る 計画表を 作成する 。

D

・ 議会事務局と 協議を 開始し たが、
担当課の意向が定まら ず計画書作成
に至っ ていない。

継続実施

議会図書室と 連携し 、 成田市議会の過去の議事録
等の保存等を 支援し ます。

デジタ ル化について担
当課と 協議し て、 スケ
ジュ ールを 策定する 。
（ 3年間計画／1年目）

・ 過去の議事録のデジタ ル化について、 他市の事
例等を 調査し 、 今後のスケジュ ールについて担当
課と 協議を 開始する 。 B

予算化についてな
ど、 担当課と の協
議継続。

5
・(

4)

行
政
資
料
室
と
の

連
携

連携方法についての研究

事例の調査研究を 行います。 事例の調査研究を 行
う 。
総務課と 今後の方針や
課題について協議す
る 。

・ 令和3年4月に行政資料室よ り 移管し た行政文書
について、 整理・ 保存・ 廃棄の仕分けを 行い、 結
果を 行政資料室と 共有する 。
・ 総務課と 方向性を 協議する 。

B

・ 担当課と の協議を 開始。 行政資料
の保管等について連携し 、 今年度は
廃棄資料リ スト の共有を 行う こ と
で、 実施済。 方向性について未検
討。

継続実施

（ 図書館システム）
システムの機能向上について検討し ます。

事例調査、 視察等を 実
施し 、 更新計画を 策定
する 。

・ 年内に図書館システム更新計画を 策定する 。
B

・ 年内に終了見込み。

（ ホームページ）
ホームページの利便性向上を 図り 、 マルチデバイ
ス化を 実施し ます。

ト ッ プページを 改修す
る 。
電子書籍を ホームペー
ジに掲載する 。

・ 5月に改修し たト ッ プページの公開を 行う 。
・ 8月に電子書籍を ホームページに掲載する 。

B

・ 改修後のト ッ プページの公開は6
月中旬までずれ込んだが、 電子書籍
サービ スに関する ホームページの公
開は遅滞なく 実施し た。

電子書籍サービ スを 導入し ます。 電子書籍の資料選定方
法を 検討する 。
パスワード の発行方法
を 検討・ 準備する 。

・ 8月にサービ スを 開始する 。

B

・ 8月1日サービ ス開始。

本館、 公津の杜分館への公衆無線LANを 設置し ま
す。

公衆無線LANの導入を 図
書館システム更新計画
に盛り 込む。

・ 年内に図書館システム更新計画を 策定する 。

B

・ 年度内に終了見込み。

機器の導入等によ り 、 業務の効率化を 図り ます。 図書館システムの更新
計画を 検討する 。

・ 年内に図書館システム更新計画を 策定する 。
B

・ 年度内に終了見込み。

本館への自動返却仕分け機の導入を 検討し ます。 図書館システム更新計
画で、 本館の自動返却
仕分け機の導入を 検討
する

・ 年内に図書館システム更新計画を 策定する 。

B

・ 年度内に終了見込み。

5
・
（

3
）

議
会
図
書
室
と
の
連
携

6
・
電
算
シ
ス
テ
ム

新たな技術の導入

業務の効率化

議員へのレ フ ァ レ ン ス
サービ スの実施

資料の整理・ 保存等の支
援

図書館電算システム、
ホームページの維持管
理・ 運用
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2022/3/31更新
　 　 　 　 図書館サービ ス計画の令和3年度事業計画の結果
成田市立図書館
評価　 A. 達成基準を ク リ アし 、 かつ十分な成果がある 。 　 B. 達成基準を ク リ アし ている 、 ある いは年度末までに達成する 見込みである 。 C. 達成基準を ク リ アし ていない、 ある いはク リ アし ている が課題がある 。 D。 未実施、 ある いは実施不可。

検討する 事項 取組内容 2021（ R3） 実施目標 2021（ R3） 達成基準 結果 備考 今後の対応

継続的な司書の確保と 計
画的な配置

継続的な司書の確保に努めます。 司書の研修マ
ニュ アルを 作成し ます。 専門分野の習熟に必要な
配置期間を 確保し ます。

継続的な司書の確保に
努める 。
司書の研修マニュ アル
を 作成する 。
専門分野の習熟に必要
な配置機関を 確保す
る 。

・ 司書の人員確保を 計画的に人事課に要求する 。
・ 司書研修マニュ アルを 作成する 。
・ 専門分野の習熟に必要な配置期間を 確保する 。

B

職員の資質・ 能力の向上
長期的な研修計画を 立てて、 計画的な職員育成を
図る 。

計画的な職員育成を 図
る 。

担当と なっ た分野の研修に参加する 。
B

施設の管理・ 運営

施設の計画的な修繕等の維持管理と 、 バリ アフ
リ ーへの対応等、 利用し やすい施設への改善に努
めます。
施設の管理・ 運営に関わる マニュ アルを 作成し ま
す。

予算計上し ている 修
繕、 工事を 計画的に実
施する 。 発生し た施設
の修繕を 予算内で計画
的に執行する 。

・ 予算計上し ている 修繕、 工事を 計画的に実施す
る 。
・ 発生し た施設の修繕を 予算内で計画的に執行す
る 。

B

危機管理能力の向上

図書館の危機管理マニュ アルを 作成し 、 体制を 整
備し ます。

危機管理マニュ アルを
作成する 。

・ 台風災害時の臨時休館対応マニュ アルを 策定す
る 。 B

8
・
施
設
・
設
備
等

7
・
職
員
の
育
成
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